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1日　木津川清掃ウォーク　
希少植物の生育地のクズの刈り取りを実施。　異常に多かったタバコの吸い殻、10名が参加。
ポスターを見たよ、新聞の呼びかけ記事で参加したといった皆さんが来られていました。天気予報では雨となっていましたが、風も吹いてカンカン照りでもなく、汗をかくほどの暑さでもなく、屋外での作業には、ころ合いでした。近鉄鉄橋下に集まってくださったのは9名の皆さん。自己紹介のあと「手原川を目指す北組」と「山城大橋を目指す南組」に分かれました。木津川左岸の京田辺市域には絶滅したとされていたレンリソウ等が生育する木津川で最も自然豊かな地域です。今年は大型ごみもあまり見つからないので、希少植物の生育地のクズや芦等の大型で強力な繁茂力をもつものを除去にも取り組みました。レンリソウの開花を期待していましたが、花は見つかりませんでした。タヌキマメもまだ少し早いようでした。しかし、フナバラソウは茎の最先端は枯れているように見えました。二本のうち小さいものは大きく枯れている状況でした。宇治の伊勢田から学生さんがごみの収集に興味を持っておられて、わざわざ朝早くから参加いただきました。ありがとうございました。翌日の朝刊で京都新聞社と洛南タイムスが大きく取り上げて報道してくれました。
1日　そよ風幼稚園の｢自然の森に出かけましょう！｣協賛　
植物と昆虫ガイドに近藤宏一さんと金田徹さんが出席、120人の参加。集会では「里山ガイド」と「里山の会の紹介と案内」を受け持ちました。そよ風幼稚園の小笠原さんからご案内をいただきました。あいにく日時が木津川清掃ウォークと重なっていて、多くの皆さんが集まれるいい機会に参加できないと残念に思っていました。そこで清掃活動にいつもご参加いただいているお二人に御無理をお願いして｢そよ風｣に廻っていただけないでしょうかとお願いしましたところ、快く引き受けていただきました。当日は120人の皆さんが集まっておられて、園外への散策コースのガイド役を担うことになり約1時間の散策を楽しみました。以前、このコースは自然が豊かで楽しみが多かったのですが、すっかり環境が変わってシダ植物中心の単調なものになっていました。尾根部分も同様でした。計画されていたスケジュールが終わってから30人ほどの皆さんとの懇談会が開かれて、近藤さんから里山の会を詳しく説明紹介があって、魅力ある活動をされているのですねと感想がありました。このように他団体との交流の機会があれば大いに活用し、出かけて活動紹介や日ごろの活動の成果を披露し、皆さんにご理解いただく場が大切だということを学びました。そよ風さんありがとうございました。
2日　田植え体験　　23人の出席　
豆とタケノコのごはんがおいしかった。幼児参加があってにぎやかに声が弾みました。今年はお母さんも全員田植えをしました。3日に引き続いて某テレビ局からの取材が飛び込んできました。しかし、雨だと予報があり雨模様だと参加者も計算できないのでと取材をお断りしました。ところが当日の天気は曇り空でしたが雨は降りませんでした。スタッフの皆さんは9時の集合時間前に勢ぞろいでした。やる気満々です。普賢寺小学校前からの出迎え組が到着して、出席者を確認して、深田理事長から初めの挨拶、そして全員の自己紹介でお互いに名前を知りあって、祝詞やお祓いを行い秋の収穫が豊作であることを祈りました。皆さん真剣に声を合わせました。条縄を張り渡し、早苗を投げ入れ、田植えが始まりました。森島さんや深田さんが銘々に植え方を伝授されました。初めて田んぼに入る子どもたちは植え付けるどころか、自分の身の置き所をどのように方向をとるのか、勝手がわからないようでした。約1時間の田植え体験でしたが、なんとか植え付けができました。ご苦労様でした。泥んこになった手足を小川に降りて冷たい水ですすぎました。ここでちょうど昼食となり、里山の会の女性群が里山農園でもぎ取ってきたエンドマメとハチクを入れた自然満載のご飯がふるまわれ、新緑に溢れた田園風景の中、植えた直後の田んぼの早苗をわたって来るそよ風を気持ち良く受けて、おいしいご飯を堪能しました。前日のそよかぜの集いに参加されて説明を聞いて田植え体験に参加してくれた親子さんもありました。
里山農園　　
エンド豆の収穫が終わる最終盤となりました。また、玉ねぎの収穫が間近(植付け・・11月23日：1000本)となりました。5月29日にはサツマイモ(300本)を植付けました。ところが梅雨と名ばかりで全くの空梅雨、今、最も水がほしいサツマイモに本格的な水の供給が無くて、弱り切っています。連日の水やりが急務となっています。皆さんサツマイモ苗への水やり支援をお願いします。秋には素晴らしくおいしいお芋が実るはずです。夏が過ぎて秋になる頃が楽しみです。皆さんが手塩を掛けて育ててくださいお待ちしています。さて昨年11月に1000本の玉ねぎを植え付けたのですが、見事に生育しています。料理好きの副理事長のオジサンから、里山の玉ねぎの大きさが大きくなりすぎても料理には不向きだが、これは手ごろだと評価いただいています。間もなく収穫となります。注文を受けています。人気商品です。購入を希望される方は申し出てください。売り切れ御免で処分します。また田んぼからの直接の収穫も可能です。お越しとご注文をお待ちしています。　
やましろ大水害から学ぶ　連続講演会の実施確定　
今年は山城大水害(多摩川の決壊と宇治川の決壊)から６０周年となります。昨年は宇治市の弥陀次郎川で２名の犠牲者が発生する災害が発生しました。まさに忘れたころにやってくるといわれていますが、その通りでした。里山の会では忘れてはならないこの大災害をしっかりと受け止め当時の体験者からお話をお聞きする機会を連続３回の講演会として開催を決定しました。
第1回は、７月７日井手町上井手の京都府立勤労者福祉会館で井手町玉水の宮本敏雪さんからお話を聞きます。７月１４日には国交省の久御山排水機場で久御山町一口の内田公昭さんから宇治川決壊の体験を聞きます。７月２１日には国交省木津川出張所長の合田雅英さんと宇治市志津川区長の梅原孝さんからお話をいただきます。ご期待ください。
神矢樋門の排水テスト6月12日13時から。　　　
蛍の集い15日(土)　ちらほら蛍の飛び出しがあったよと聞こえてきます。

定例作業日　里山農園　木曜日　午前中
雨が降らず　芋の苗が弱ってきています。水やりに手を貸してください

夕方でも　朝でもいいです。約1時間の作業です。
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